
京 都 大 学 白 浜 海 の 家 使 用 規 程 及 び 京 都 大 学 白 浜 海 の 家 管 理 要 項 新 旧 対 照 表

改 正 前 改 正 後

京都大学白浜海の家使用規程

（昭和４８年４月１６日総長裁定）

（前 略）

第５条 使用を許可された者（以下「使用者」 第５条 使用を許可された者（以下「使用者」

という。）は、１人１泊につき１３０円の使 という。）は、１人１泊につき１，１００円

用料を前納しなければならない。 の使用料を、使用開始予定日の前日までに、

現金で学生センターに納めなければならな

い。

２ 一たん納付された使用料は、返還しない。 ２ 一旦納付された使用料は、返還しない。た

だし、第８条第２項の規定により使用許可を

取り消し、又は変更した場合については、使

用料の全額又は一部を返還する。

（中 略）

第７条 使用者は、別に定める海の家の使用者 第７条 使用者は、別に定める海の家の使用者

心得を遵守しなければならない。 心得（以下「使用者心得」という。）を遵守

しなければならない。

第８条 副学長は、使用者がこの規程又は使用

者心得に違反したと認めるときは、使用許可

を取り消し、又は使用を中止させることがで

きる。

２ 前項に定める場合のほか、海の家の運営上

特に必要がある場合は、使用許可を取り消し、

又は変更することがある。

３ 前２項の規定により使用許可を取り消し、

若しくは変更し、又は使用を中止させたこと

によって使用者に損害を及ぼすことがあって

も、京都大学は責任を負わない。

第９条 海の家に関する事務は、学生センター

において処理する。

第１０条 この規程に定めるもののほか、海の

家の使用に関し必要な事項は、別に定める。



（改正後）
別記様式1 （様式１別紙）

学部
（所属部局）

　月　日～　月　日

住所

氏名

氏名

とも　　　　　　名

計 名
　団体で使用を希望するときは、別紙使用願出人名簿に所
定の事項を記入すること。

使用目的

　備考
　なお、この場合には、上記使用期間の欄の記入を要しな
い。

願出人(代表者)

使用期間

　　　　京都大学白浜海の家を下記により使用したいので許可くだ
　　　さるよう願います。

　自　　　　年　月　日　至　　　　年　月　日　泊

使用者

京都大学白浜海の家使用願書

　　　　　　　　　　㊞

京都大学副学長　殿

京都大学白浜海の家使用願出人名簿

使用料住所 泊数使用期間

学部(所属部局)

学部(所属部局)　　　回生

氏名



（改正後）
別記様式２ （様式２別紙）

学部
No （所属部局）

年 　　月　　日 　月　日～　月　日

殿

京都大学副学長 ㊞

　

氏名

とも　　　　　　名

　備考

計 名

　自　　　　年　月　日　至　　　　年　月　日　泊

届出人（代表者）

京都大学白浜海の家使用許可証

氏　名 住　　所 使用期間

　願い出のあった京都大学白浜海の家の使用については、下記のとお
り許可します。

１　　使用者（団体の場合に あ つ て は 使用者の代表者）
　　は、この許可証に別紙使用者名簿を添えて京都大学白
　　浜海の家の管理人に提出したうえ、使用しなければ
　　ならない。
２　　使用者は、京都大学白浜海の家の使用者心得を遵守
　　しなければならない。

京都大学白浜海の家使用者名簿

使用目的

使用者
学部(所属部局)

使用期間

泊数



改 正 前 改 正 後

京都大学白浜海の家管理要項

（昭和４８年４月１６日総長裁定）

（前 略）

２ 管理責任者は、海の家に管理人１名を置き、 ２

次に掲げる職務を担当させる。ただし、使用

者のない日にあっては、建物内外の見回り（１

日３回１０時、１４時、１７時）を担当させ

る。
（同 左）

(1) 使用者の確認 (1)
(2) 学生センターへの連絡及び報告 (2)
(3) 火災、盗難の防止 (3)

電気器具、消火器具、給排水器具の点検、

白灯油、LPガスの安全確認

(4) 設備備品等の管理 (4) 設備、備品等の管理

(5) 清掃作業 (5) 清掃作業（建物内外、浴室、トイレ等)

(6) 入浴等の世話

(7) 使用者への食事提供

３ 海の家の運営について、体育会は次の事項

を行う。

(1) 使用希望者の使用願書等の受付事務

(2) 受付後、使用願書（使用料金を添えて）

等を学生センターに直ちに送付する。

(3) 使用者の食事申込み受付

(4) 使用者との連絡調整

４ 海の家の開設期間 ３

年間を通じて開設する（１２月２９日から

翌年１月３日までの間は除く。）。ただし、

特別の事情がある場合は、開設期間を変更す

ることがある。 （同 左）

５ 施設の使用料は、次の各号に該当する場合 ４

は、必要としない。

(1) 大学が企画する行事 (1)
(2) 体育会が主催する行事 (2)

６ 海の家に関する事務は、学生センターにお

いて行う。

附 則

この規程は、平成２０年４月１日から施行す

る。




